
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚障害者情報総合システム「サピエ」の概要 

（資料２－２） 

「サピエ」は、視覚障害者及び視覚による表現の認識に障害のある方々に対して

点字、デイジーデータ（音声を利用したデータ）をはじめ、暮らしに密着した地域・

生活情報などの情報を提供するネットワークです。日本点字図書館がシステムを管

理し、全国視覚障害者情報提供施設協会が運営を行っています。 

○サピエ図書館 

「サピエ図書館」は、全国の会員施設・団体が製作または所蔵する資料の目録

ならびに点字・音声図書出版目録からなる、点字図書や録音図書の全国最大の書

誌データベース（約４７万件）として広く活用されています。 

また、１０万タイトルの点字データを保有し、２万タイトルのデイジーデータ

のダウンロードやストリーミングができ、個人会員はこの点字・デイジーデータ

を全国どこからでも、あるいは海外にいてもダウンロードが可能です。読みたい

本を自由に選べ、直接入手できますので視覚障害者等の読書の自由が広がりまし

た。  

○地域・生活情報 

図書データだけでなく地域に密着した種々の情報も提供します。地元の情報だ

けでなく、全国から地域やジャンルを選ぶことができ、居ながらにして全国各地

の情報が得られます。 

施設・団体は、地元の自治体、企業やボランティアの協力を得て、視覚障害者

等への地域の情報発信源として、情報提供の幅を広げることができます。 

○ポータルサイト・ゲストページ 

お気に入り情報やリンク集など、インターネットの利用がより楽しくなる機能

を備えています。どなたでも、サピエ図書館の書誌を検索し、地域情報の見出し

をみることができ、インターネットから得た情報を地域の情報提供施設に確認で

きます。 

 
施設・団体に向けては、点字図書・音声図書等の製作の効率化を図るため、

インターネットを利用した製作や、製作者同士が連携しやすいシステムを提供

し、製作時間の短縮によって会員・地域施設の利用者へのサービス向上を実現
します。 

 
 
「サピエ」は、インターネットを通して、全国の視覚障害者等、ボランティ

ア、情報提供施設・団体をつなぐ「知識」（Ｓａｐｉｅｎｔｉａ サピエンティア ＝ ラ

テン語）の広場です。 
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